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学校再開に関するお知らせ等について 

 

 ６月１日から学校再開となりますが、学校生活に関して、新型コロナウイルス感染症拡大防止

のため、本校では次のような対策を行いますので、御理解、御協力のほどよろしくお願いいたし

ます。 

１．密閉・密集・密着の３条件とならないように、「大勢が集合する活動の中止・延期」、「十分な

換気」、「人同士が接触するような活動の中止」などの対策を行います。 

２．個々のエチケットの面では、「マスク着用の指導」、「手洗い・咳エチケットの指導」 

などを徹底して行います。（すべての教室に手指消毒液を設置しています） 

３．毎朝生徒の検温確認などの健康チェックを行います。生徒が通学途中や学校で風邪症状、強

い倦怠感等が生じた場合は、帰宅し、症状がなくなるまで自宅で休養してもらいます。 

４．教室やトイレなど、生徒が利用する場所のうち、特に多くの生徒が手を触れる箇所(ドアノブ、

手すり、スイッチなど)は、1日 1回以上消毒液を使用して清掃を行います。 

５．６月１日からの１週間は、生徒の急激な生活の変化に配慮するために短縮授業を実施します。

また、生徒との面談を実施し、不安や悩みを把握するように努めます。 

６．その他、文部科学省及び教育委員会からの指示に従い、可能な限り対策を行い必要な情報は

39 メールや HP 等で保護者にもお伝えしますが、学校生活等について、不安な事がありました

ら遠慮なく担任までご相談ください。 
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 なお、授業は各教室・実習室等の換気を十分に行いながら、更に、次のように対策を取った上

で実施しますので、御理解くださいますようお願いいたします。 

各教室で行う授業 

マスクを着用し、生徒同士の距離を可能なかぎり確保しながら行います。当面の間は近距離で

飛沫が飛ぶような活動は行いません。また、気温の上昇による熱中症対策のため、教室における

空調の温度設定や扇風機の配置など、対策を行っていきます。 

 

実習を伴う授業 

体育 生徒間の距離を十分に確保し、熱中症対策としてマスクは着用しない状態で運動します。

運動は生徒同士が接触しないような活動を行います。授業前後の手洗いを徹底します。 

家庭科 各実習室への入室時に手指消毒を行い、スリッパの共用を避けるために各自の体育館

シューズに履き替えます。実習はマスクを着用して行い、実習後は机・椅子を消毒しま

す。また、熱中症対策と換気のために、例年より扇風機の台数を増やしています。 

＜調理実習＞ 

調理室入口で、履き替えた体育館シューズの靴底を消毒してから調理実習室に入室し、

実習前にも手洗いを実施します。一度に入室できる生徒数を１８人以下とし、調理台での

調理は２人までとします。１学期は食物検定の対応のみ実施し、その他は２学期以降に延

期し実施する予定です。 

〈裏面もあります〉 



  ※４級検定（１年生「家庭総合」） 

「キュウリを切る」実技の際、（素手で生野菜を取り扱うことになりますので、）実習後

の試食はしません。調理器具を共用するときは、使い捨て手袋を着用します。 

※３級検定（２年生「ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ」）・２級検定（３年生「課題研究(食）」) 

     少人数で実習・検定を行います。試食は、対面を避けて自分が調理したものだけとし

ます。 

＜保育実習＞ 

    のりやはさみなどの道具は、個別に道具箱を準備し、個人貸出とし、共用しないように

します。幼稚園等で行う保育実習は、検温、体調チェックを行った上、少人数で実施しま

す。（状況を見て中止することもあります。） 

＜高齢者施設実習＞ 

    施設実習は行わず、校内で行う実習のみとします。 

＜販売実習＞ 

    生徒が調理した製品の販売は行いません。業者に製造委託している商品の販売は状況を

見て実施を判断します。実施時には、別途生徒を通じその都度ご連絡します。 

 

電気科 工業技術基礎・実習・課題研究では、マスクを着用し、生徒同士の距離を可能な限り

確保して行います。距離を確保できない作業は保護めがねを着用して行います。実習機

器は使用前と使用後に適宜消毒を行います。 

 

デザイン科 実習室では生徒間の距離をとりながら実施します。また共用する道具はその都度

消毒します。生徒への指示は、マイクや提示装置を使うなど工夫します。個々の生徒

への指導は可能な限り距離を確保し、対面する場面を少なくして行います。 

 

環境科学科 実習では生徒同士が一定の距離を置いて実習できるよう工夫して取り組みます。 

     校外で行う農業実習は、十分な距離を確保した上で、熱中症予防対策のためマスクを

外して行います。十分な距離が確保できない場面はマスクを着用して行います。 

 

昼食時 

教室以外に、選択教室など複数の教室を開放し、密にならないようにします。また、食事に当

たって、机を向かい合わせにしない、飛沫が飛ばないようにする、または会話を控える等指導し

ていきます。 

 

その他 

＜リージョナルモデル事業＞ 

＊ポルカ天満屋高梁店の空き店舗改装工事は、少人数で行い、マスク着用、換気に注意するな

どして実施します。（電気科３年生、デザイン科２・３年生の該当生徒） 

＊地域連携事業で校外に出る場合は、該当生徒を通じて事前に保護者にご連絡します。 

＊商品の販売については、家庭科＜販売実習＞に準じます。 

＊デザイン科２年生の吹屋ふるさと村体験教室（陶芸とベンガラ染め体験）については、対策

を十分に行い６月下旬に実施する予定です。（詳細は実施前に連絡します。） 

＜部活動＞再開は、生徒との面談が終了した６月８日からとします。実施に当たっては、部集会

で感染症対策を確認した上で行います。 


